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議 事 録

一般財団法人 アーネスト育成財団

件 名 技術経営人財育成と活用に関する研究委員会（１３回目）
記入者

書記 佐竹右幾研究委員

日 時 2014 年 1 月 21 日 １５：３０～１７：３０
小平

専務理事
場 所 一般財団法人アーネスト育成財団 会議室

出

席

者

西河洋一理事長、小平和一朗専務理事、柴田智宏理事、

坂巻資敏研究委員長、淺野昌宏研究委員、大橋克已研究委員、

奥出阜義研究委員、杉本晴重研究委員

佐竹右幾研究委員（書記）、山中隆敏研究委員

配

布

先

１．配布資料

                                   

（１） 技術経営人財の育成と活用に関する研究委員会（13 回）座席図

2014 年 1 月 21 日(火) 15:30～18:00 (於)財団内会議室

（２） 技術経営人財の育成と活用に関する研究委員会（第 13 回）議事次第

（３） 技術経営人財の育成と活用に関する研究委員会（第 12 回）議事

（４） アーネスト育成財団研究員新メンバー 杉本晴重氏 略歴

（５） 技術経営人財育成と活用に関する研究委員会の課題・2014.1.21 担当案（小平専務理事）

（６） 技術経営人財に求められる知見（討議資料）課題 01『日本型経営と米国型経営』(小平専務理事)
（７） 技術経営人財育成セミナー（2013 年 6 月 28 日（金））開催セミナ－講演録

    『欧州大陸企業の技術立脚型経営－競争力強化の企業改革－』講師：許斐義信（このみ・よしのぶ）

（８） 今月テーマ『日本型経営と米国型経営』各委員提出(報告)資料

（柴田理事・坂巻研究委員長・淺野研究委員・杉本研究委員）

（９） 『技術経営人財育成教育において、テーマとしてあげたい項目』(佐竹委員)
（９） 売れる本のアイディア提出資料

（小平専務理事・柴田理事・淺野研究委員・奥出研究委員・杉本研究委員・佐竹研究委員）

（１０）『日本経済の復活と企業家精神の重要性』開発工学 Vol.33No.1 2103 年度前期号

    小平和一朗・柳田一千一・大橋克己・柴田智宏

（１１）『変革を理解できない、変革を作れない、その原因を探る』開発工学 Vol.31No.1 2011 年度前期号

    小平和一朗・矢本成恒

（１２）TMPS2014 技術経営スクール東京経済大学 案内パンフレットの紹介

（１３）一般財団法人アーネスト育成財団、研究委員 各委嘱状

議事内容

１．前回議事録の確認  

小平専務理事からの配布資料に関して説明がされるとともに、内容の確認と説明がされた。

２．議論

（１）今月のテーマ課題 01「日本型経営と米国型経営」での議論

技術経営人財に求められる知見（討議資料）課題 01『日本型経営と米国型経営』小平専務理事の

内容発表後続けて、『日本型経営と米国型経営』のテーマでの、柴田理事・坂巻研究委員長・淺野研究

委員・杉本研究委員の各提出(報告)資料に基づき、活発な意見交換を実施した。
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（２）売れる本についての議論

売れる本のアイディアについて、小平専務理事・柴田理事・淺野研究委員・奥出研究委員・杉本研究

委員・佐竹研究委員の各提出（検討）資料に基づき、活発な意見交換を実施した。

３．その他、議論

  ・来年のテーマとする『技術経営人財育成と活用に関する研究委員会の課題』の 6テーマについて、

小平専務理事から提案され内容を再確認した。

  ・各毎月のテーマごとに担当は決めてはいるが、各テーマに関して担当者以外も毎月検討資料を準備

   することとなった。

  ・『課題』➡2013年実施した各自の発表資料を、再度修正整理して 2014年６月末までに提出する。

４．今後の研究会の予定

４．１ 次回研究会

次回研究会を 2月 18日（火）に開催する。教材開発に関する研究テーマは、

    １）『グローバル戦略と戦術』について議論する。

    ２）前３項の議論の内容に従い、全員が内容を書いてくる。

    

４．２ ２０１４年の研究会

  ３月以降の以降の開催予定日：

  2014年 3月 18日(火)
  2014年 4月 22日(火)

  2014年 5月 20日(火)
  2014年 6月 17日(火)

４．３ 今後のセミナー計画

2014年 2月 4日：川口弘行氏 工学博士

       （サイバー大学ＩＴ総合部専任准教授 港区情報政策監ＣＩＯ補佐官）

        テーマ：「ＣＩＯが企業経営に果たす役割」

                                             以上


